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●建設業に働くみなさんの仕事とくらしを応援します
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第843号
４
月

下記日程は支部会館を休館します。

４月28日（木）終日

書記局会議

土・日・祝日も休館

杉並支部
LINE公式
登録してね

支部会館休館のお知らせ

▼
コ
ロ
ナ
の
蔓
延
防
止
措
置

が
解
除
さ
れ
て
数
週
間
が
経

過
し
ま
し
た
が
、
な
か
な
か

新
規
感
染
者
は
減
ら
ず
高
止

ま
り
状
態
で
す
。
感
染
経
路

が
こ
こ
に
き
て
飛
沫
感
染
・
接

触
感
染
に
加
え
空
気
感
染
も

認
定
さ
れ
ま
し
た
が
今
更
っ

て
感
じ
が
し
ま
す
。
飲
食
店

や
イ
ベ
ン
ト
等
も
な
か
な
か

コ
ロ
ナ
前
ま
で
は
戻
っ
て
こ
な

い
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
▼

私
た
ち
の
組
合
活
動
も
制
限

さ
れ
て
き
ま
し
た
。
分
会
旅

行
・
住
宅
デ
ー
・
土
建
ま
つ
り

な
ど
が
で
き
る
元
の
生
活
に

戻
れ
る
日
が
早
く
来
ま
す
よ

う
に
。
▼
新
年
度
を
迎
え
る

と
新
た
な
気
持
ち
に
な
り
ま

す
が
、
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
の
影

響
も
続
い
て
い
ま
す
。
▼
数
は

力
で
す
。
助
け
合
い
、
仕
事
や

暮
ら
し
を
守
る
力
の
裏
付
け

は
組
織
の
数
と
運
動
に
参
加

す
る
仲
間
の
力
量
で
す
。
気

候
も
あ
た
た
か
く
外
に
出
や

す
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
の
第
七
波
へ
の
警
戒
が

必
要
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の

春
の
月
間
、
働

き
や
す
く
、
暮

ら
し
や
す
い
世

の
中
実
現
の
た

め
に
み
ん
な
で

一
致
団
結
し
目

標
に
む
か
っ
て

頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

支部の
ホームページは
こちら

検索東京土建杉並支部

https://www.doken-suginami.org/shibu/index.html
一致団結し目標へ

（石川雅昭・常任執行委員）

コロナ諸制度も
再延長3

憲法活きた社会を２

まん防などの宣言は開けまし
たがコロナ関連の特例諸制度
がまだ継続中。困った方はぜ
ひ活用を。

憲法の活きた社会は誰もがく
らしやすいものになります。
現行政権のおこなう憲法の破
壊を許せば悲しい社会に。

死活
問題

民法
改定

更新
再開

インボイス

18歳で成人

青年部log

年収400万円の手間請で
14万円超えの消費税を
新たに納めることに！フ
リーランスの死活問題が
簡単にわかるサイトです。
「STOPインボイス」見てね。

20歳だった成年年齢が
18歳に。一人で契約がで
き、親による契約破棄が
不能に。カードローン地
獄などに巻き込まれる恐
れも。３面に詳報。

青年部の運営するブログ
サイト「青年部log」が再
開しています。「東京土
建杉並支部青年部」で検
索または下のQRコード
からご覧ください。

５月末まで春の拡大月間

新加入者さんいらっしゃ～い！
未
加
入
者
の
情
報
や
お
困
り
ご
と
は
支
部
ま
で

仲
間
を

増
や
し
仕
事
く
ら
し
守
ろ
う

【
浅
田
正
昭
副
委
員
長
（
組

織
担
当
）
】
５
月
末
ま
で
の

春
の
月
間
は
１
６
０
人
の
新

規
加
入
者
を
迎
え
る
目
標
を

立
て
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
数
は
力
」
で
す
。
助
け

合
い
の
力
も
、
仕
事
や
暮
ら

し
を
ま
も
る
力
も
、
そ
の
裏

付
け
は
組
織
の
数
と
運
動
に

参
加
す
る
仲
間
の
熱
量
で
す
。

　

組
合
で
は
資
格
講
習
や

建
設
業
許
可
を
は
じ
め
仕
事

に
不
可
欠
な
制
度
へ
の
対
応
、

労
災
保
険
・
雇
用
保
険
や
厚

生
年
金
な
ど
社
会
保
険
の
適

用
手
続
き
、
税
金
の
相
談
や
、

工
事
代
金
の
不
払
い
や
労
働

賃
金
の
未
払
い
を
は
じ
め
と

し
た
法
律
相
談
な
ど
に
も
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

３
課
題
（
働
き
方
改
革
、

建
設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ

ス
テ
ム
、
消
費
税
イ
ン
ボ
イ

ス
）
の
対
応
も
待
っ
た
な
し

で
す
。

　

３
月
27
日
夜
に
は
16
人
の

参
加
で
事
業
復
活
支
援
金

の
学
習
会
を
お
こ
な
う
な
ど
、

仲
間
の
助
け
に
な
る
諸
制
度

の
活
用
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

月
間
で
は
行
動
日
を
設
定

し
、
分
会
の
役
員
を
先
頭
に
、

仲
間
が
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と

り
に
訪
問
し
た
り
電
話
を
か

け
て
い
く
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
近
況
を
語
り
、
お
困

り
の
こ
と
は
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
そ
し
て
組
合

の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
で
き
た

ら
、
ぜ
ひ
仲
間
を
増
や
す
行

動
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

組
合
の
な
ん
で
も
相
談
室

に
は
、
契
約
前
の
相
談
も
寄

せ
ら
れ
ま
す
。
施
主
と
の
ト

ラ
ブ
ル
、
業
者
間
の
ト
ラ
ブ

ル
、
破
産
や
生
活
保
護
の
相

談
、
今
日
食
べ
る
も
の
が
な

い
、
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、

こ
れ
ら
の
問
題
は
す
べ
て
解

決
の
道
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
仲
間
の
助
け
合
う
力
が
あ

る
か
ら
で
す
。

不
払
い
や
法
律
ト
ラ
ブ
ル
も

一
人
で
悩
ま
な
い
で
い
い

事
業
復
活
支
援
金
も
組
合
へ

学
習
会
を
開
催
し
サ
ポ
ー
ト

お
困
り
ご
と
話
し
て
く
だ
さ
い

訪
問
行
動
に
も
協
力
を

　

個
人
事
業
者
で
最
大
50
万

円
の
給
付
が
受
け
ら
れ
る

「
事
業
復
活
支
援
金
」
の
申

請
を
３
月
の
学
習
会
の
講

師
・
山
田
恭
永
さ
ん
の
協
力

も
得
て
組
合
が
サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。
申
請
で
は
①
申
請

I
D
の
取
得
②
事
前
確
認
③

本
申
請
の
３
段
階
が
あ
り

ま
す
が
、
①
の
時
点
か
ら
サ

ポ
ー
ト
し
ま
す
。
申
請
期
限

は
５
月
下
旬
。
す
ぐ
組
合
へ
。

未加入者の情報や困ってい

る仲間の話などは一人で抱

え込まず、組合までご連絡を

　℡ 03－3313－1445

情報は組合へ

講師の
山田恭永さん

講演を聞く参加者のみなさん

組合共済や土建国保で
くらしの安心をサポート

●病気入院　一日　6,000円

●新入学祝

　　5,000円の図書カード

●結婚祝　　　　50,000円

●資格取得祝　　 10,000円

　　　　　　　　　　ほか

●入院時の窓口負担軽減のほか

　疾病入院給付金

　　一日 4,400円（第３種）

●産前産後の保険料免除（女性組合員）や

　育児休業保険料免除

　※コロナには特例の手当金も

組合共済 土建国保

申請が必要です　支部03-3313-1445まで℡を

浅田正昭副委員長
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ロシア軍はウクライナから撤退を
戦争に便乗の軍拡もだめ

建
設
従
事
者
は
戦
争
に
協
力
し
な
い

非
戦
の
仕
組
み
こ
そ

　

２
月
24
日
か
ら
の
ロ
シ

ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
私
た
ち
東
京
土
建
は

反
対
の
声
を
あ
げ
て
い
ま

す
。一
方
、こ
の
事
態
を
好

機
と
と
ら
え
、
昨
年
10
月

末
の
総
選
挙
で
議
席
を
大

幅
に
伸
ば
し
た
維
新
の
会

を
尖
兵
と
し
て
、改
憲
論
が

鎌
首
を
も
た
げ
て
い
ま
す
。

　

既
に
２
０
１
５
年
の

「
安
保
法
制
」
を
は
じ
め
、

憲
法
の
破
壊
が
進
ん
で
い

ま
す
。
き
た
る
７
月
の
参

院
選
で
「
改
憲
派
」
が
３

分
の
２
を
占
め
れ
ば
そ
の

後
３
年
の
間
に
い
よ
い
よ

憲
法
の
破
壊
は
進
み
、
明

文
改
憲
の
危
険
も
あ
り
ま

す
。

改
憲
の
狙
い
は
明
白

緊
急
事
態
条
項
と
９
条

　

そ
も
そ
も
憲
法
は
時

の
権
力
者
を
縛
る
も
の
で
、

い
わ
ば
猛
獣
の
檻
で
す
。

檻
の
中
で
猛
獣
が
「
こ
こ

か
ら
だ
せ
（
憲
法
を
変
え

ろ
）
」
と
吠
え
て
い
る
の
で

す
か
ら
国
民
が
開
け
る
べ

き
理
由
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
国
民
を
縛
る

の
は
憲
法
で
は
な
く
「
法

律
」
や
行
政
の
命
令
。
そ

し
て
自
民
党
の
改
憲
４
項

目
の
う
ち
、
①
教
育
の
無

償
化
と
②
参
院
の
合
区
解

消
は
法
律
の
問
題
で
す
。

　

ゴ
マ
カ
シ
の
２
項
目
を

除
く
と
①
自
衛
隊
の
明
記

と
②
緊
急
事
態
だ
け
が
残

り
ま
す
。
こ
れ
が
本
音
。

　

緊
急
事
態
条
項
は
、
野

党
時
代
の
自
民
党
改
憲
草

案
に
本
音
が
書
か
れ
て
お

り
①
首
相
が
宣
言
②
内
閣

が
法
律
が
わ
り
の
命
令
を

だ
せ
る
③
国
会
を
解
散
し

な
い
、
と
い
う
も
の
。
首

相
の
独
裁
が
可
能
で
、
制

度
の
枠
組
み
と
し
て
も
問

題
で
す
。
狂
っ
た
首
相
が

現
れ
た
と
し
て
、
首
相
が

宣
言
し
、
法
律
代
わ
り
の

命
令
を
出
し
、
自
衛
の
た

め
の
特
殊
作
戦
だ
、
と
し

て
自
衛
隊
を
他
国
に
進
め

る
こ
と
も
で
き
て
し
ま
い
、

後
日
選
挙
が
あ
っ
て
も
ラ

イ
バ
ル
政
党
の
議
員
を
逮

捕
し
、
収
監
中
に
選
挙
を

す
れ
ば
必
勝
間
違
い
な
し

（
ナ
チ
ス
に
よ
る
実
績
あ

り
）
。
そ
ん
な
こ
と
が
で
き

る
制
度
は
欠
陥
で
す
。

米
軍
指
揮
の
密
約
と

地
位
協
定
の
見
直
し
を

　

同
時
に
注
意
が
必
要
な

の
は
、
自
衛
隊
は
有
事
に

は
米
軍
の
指
揮
下
に
入
る

密
約
が
あ
り
、
日
米
地
位

協
定
で
明
ら
か
な
よ
う
に

日
本
が
米
国
に
半
ば
従
属

し
て
い
る
こ
と
。
自
衛
隊

の
明
記
は
米
軍
の
尖
兵
と

な
る
と
同
時
に
兵
器
購
入

費
の
増
大
で
経
済
を
圧
迫

す
る
結
果
を
招
き
ま
す
。

死
の
商
人
は
も
う
か
り
ま

す
が
。
戦
争
で
き
る
仕
組

み
が
あ
る
限
り
、
権
力
者

の
暴
走
の
リ
ス
ク
、
国
民

経
済
の
お
荷
物
の
軍
拡
の

危
険
も
残
り
ま
す
。
核
武

装
論
は
さ
ら
に
論
外
で
す
。

核
ミ
サ
イ
ル
の
誤
射
の
一

歩
手
前
の
事
故
は
何
度
も

起
き
て
い
ま
す
。

　

平
和
で
こ
そ
の
建
設
業
。

改
憲
阻
止
、
日
米
地
位
協

定
の
見
直
し
を
。

自民党改憲４項目のまやかしと実態
①自衛隊明記 → 米軍の指揮下に
②緊急事態 → 独裁が可能に
③合区解消 → 法律でできる
④教育環境充実 → 法律でできる

阿
佐
谷
駅
頭
で
宣
伝

３
月
９
日
の
宣
伝

ウクライナでは信じられないような事態がおきています。一
日も早い解決を願ってロシア軍の撤退などを訴えるデモに参
加しました。
　いま、日本でも憲法を壊したり、核兵器を持とうなんて恐ろ
しい話がでていますが、とんでもないです。原水爆は一発でも
使わせてはいけない。ヒバクシャの声にこたえ、反対の声をあ
げていかなければと思っています。

　主婦の会は３月16日、コロナ対策のため参加者を限定
し、役員会と併催で総会をおこない、コロナでもできる包
装（ラッピング）教室などのイベント開催をめざす方針を
決定しました。毛塚幸子会長を先頭に、顔のみえる活動を
すすめていきます。

　青年部は３月13日に大会を開催。支部会館に19人があつまりま
した。経過と方針、決算予算を承認し児玉一史部長、飯岡秀斗書
記長ら役員を選出しました。
　業界・組合の後継者たる若者として、仲間を増やし交流を広げ
ていきます。

信じられない事態…
一日も早い解決願って

泉南・勝呂美智子さん

デモ参加者の声

　３月27日に全８分会が総会を開催し、運動の経過・方
針・決算・予算の承認、新年度役員を決定。新年度の保険
証を交付しました。各種宣言は明けましたが、感染対策を
徹底しつつ、参加者をしぼっての開催（井荻・浜福）や他
の分会も従来と比べ短時間での開催となりました。

　３月24日に役員会と併催。新役員
は、会長・南雲晧一、副会長・石田満・
大熊欣治、事務局長・高山千恵子、会
計監査・蓮田昭廣。

　３月15日に９人で開催。人事面で
は新たな副会長を迎え、現場から現
場を変える運動を強化します。

シニアの会総会

PAL野丁倶楽部総会

井荻

中央

泉南

高和

西荻
富士見

阿佐谷

全８分会が
総会を開催

主婦の会 青年部

青年・主婦・シニア・PAL各組織も総会を開催

女性の力の発揮を女性の力の発揮を 若い力の団結を若い力の団結を
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４
月
当
初
人
員
３
、１
２
７
人

（
分
会
・
群
順　

敬
称
略
）

　

氏　

名

職　

種

所　

属

紹

介

者

本
舘　

洋
輝

床
・
内
装

井

荻

鈴
木　

愛
倖

榎
本　

大
夢

と
び

井

荻

明
道　

和
弘

本
多　

守

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

鶴
田　

進
次

建
築
・
大
工

西

荻

藍
川　

眞
樹

入
交　

崇

電
気

西

荻

喜
夛　

勝
彦

竹
中　

春
雄

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

唐
澤　

幹
夫

設
計
・
製
図

富
士
見

児
玉　

謙
治

菅
島　

成

防
水

阿
佐
谷

相
澤　

秀
明

高
野　

優
哉

防
水

阿
佐
谷

島
田
幹
二
朗

保
科　

尚
子

建
築
・
大
工

阿
佐
谷

荒
川　

雅
史

新
德　

孝
八
郎

冷
暖
房

阿
佐
谷

転
入

金
澤　

亨

床
・
内
装

阿
佐
谷

飯
村　

陽
介

渡
瀬　

太
平
洋

冷
暖
房

中

央

田
崎　

和
人

工
藤　

真
世

給
排
水
・
衛
生
・
ガ
ス

浜

福

工
藤　

秀
一

鈴
木　

翔
大

は
つ
り
・
解
体

高

和

石
岡　

利
一

Ｌ
Ｅ
Ｐ
Ｈ
Ｕ
Ｏ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｎ

と
び

泉

南

吉
田　

誠

Ｈ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｇ
Ｍ
Ａ
Ｎ
Ｈ
Ｈ
Ｕ
Ｙ

と
び

泉

南

吉
田　

誠

齋
藤　

悠

電
気

泉

南

宮
澤　

周
二

■鉄筋工■
【社員】

㈱浜辺鉄筋工業
代表　浜辺　秋彦
杉並区清水3-8-9
℡　03-6913-6211

■現場管理■
【社員】
㈱佐藤工務店

代表　佐藤　雄一郎
杉並区高井戸西2-12-23
℡　03-3334-0082

■造園■
【社員】

㈱ネクストグリーン
代表　堀内幸雄

杉並区堀ノ内2-7-7プチシャンブル101
℡　03-6677-7168

■空調・ダクト・電気■
【社員】
㈱拓海設備

代表　ガセミ　アキバル
中野区弥生町2-36-15ＡＧビル

℡　03-6382-8605

■現場管理■
【社員】

㈱エッジＰＬＡＮ
代表　島田　幹二朗
杉並区井草2-7-18
℡　03-6454-7432

■はつり・解体工■
【社員】

デストラクション
代表　穴澤　司
杉並区堀ノ内3-48-55
℡　070-6650-5851

■地質工■
【社員】

下坂地質工業㈱
代表　下坂　慎吾

杉並区阿佐谷北6-23-5-202
℡　03-3330-0734

■建築設計・監理■
【社員】

㈲人イエまちネットワーク
代表　山田　清

杉並区梅里1-2-8土方ビル１F
℡　03-5377-7166

■電気工■
【社員・短期】
㈱ケラマ電設

代表　松野　慶男
杉並区下井草5-18-6浅賀ビル１階

℡　03-3301-8579

掲載は無料です

どうぞご利用ください 　仲間のアンケートの中で希望の多かっ
た農業体験を右記日程でおこないます。
　筑波山をあおぐ広い田んぼでの米作り
体験。５月の田植え、９月25日の稲刈りを
セットの企画ですが、一日だけの参加も可
能です。家族で自然と触れ合いましょう。
　詳しくは支部・藤澤まで。

100万円以上の改修工事等で　　石綿事前調査＆報告義務化４月
から

大
工
も
塗
装
も
設
備
も
要
注
意

　

２
０
２
２
年
4
月
か
ら
解
体
部
分

の
延
べ
床
面
積
が
80
㎡
以
上
の
解
体

工
事
や
請
負
金
額
が
税
込
１
０
０
万

円
以
上
の
改
修
工
事
を
対
象
に
、石

綿
事
前
調
査
結
果
の
自
治
体
等
へ
の

報
告
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
調
査
自
体
は
金
額
や
規
模

に
か
か
わ
ら
ず
す
べ
て
の
工
事
で
必

要
（
手
順
は
左
の
表
を
参
照
）
で
す
。

調
査
に
あ
た
っ
て
は
施
主
に
も
設
計

図
書
な
ど
の
情
報
提
供
の
義
務
が

あ
り
ま
す
。

　

結
果
報
告
は
書
面
か
オ
ン
ラ
イ

ン
で
労
基
署
と
市
区
町
村
役
所
の

両
方
に
お
こ
な
い
ま
す
。
怠
る
と

最
大
３
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は

30
万
円
の
罰
則
あ
り
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
場
合
は
、
厚

労
省
「
石
綿
総
合
情
報
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
か
ら
労
基
署
と
市
町
村
の

両
方
に
同
時
に
申
請
で
き
ま
す
。
ま

た
こ
の
サ
イ
ト
に
は
、
事
前
調
査
方

法
や
オ
ン
ラ
イ
ン
報
告
の
操
作
方

法
な
ど
の
説
明
も
載
っ
て
い
ま
す
。

説
明
動
画
も
あ
り
ま
す
の
で
参
考

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　建築物に現存する材料に何らかの変更を加
える工事。リフォーム、修繕、設備、塗装や
外壁補修等で既存の躯体の一部の除去、切断、
破砕、研磨、穿孔（穴をあける）等を含むも
の。純粋な塗装だけなら対象ではありません
が…。

対象の建築物の工事とは

オンライン申請が

推奨されますが

紙でも申請可能

書面調査（施主に情報提供義務） 
　↓  
現地での目視調査  
　↓  
各建材について判断  
　↓  
石綿あり → 石綿の除去必要
　↓  
石綿なし → 普通に工事可
　↓  
不　明  
　↓  
ありとみなす → 石綿の除去必要
　↓  
試料採取・分析  
　↓  
結果、石綿あり → 石綿の対応必要
　↓  
結果、石綿なし → 普通に工事可

事前調査の流れ

　今年の５月の国立劇場公演は 『お六

と願哲』のタイトルで1977年テアトル演

劇賞特別賞を受賞した前進座歌舞伎代

表作です。

［演　目］ 杜若艶色紫

           （かきつばた いろもえどぞめ）

［日　時］5月22日（日）午前11時開演

［会　場］国立劇場大劇場（半蔵門）

［観劇料金］１等席10,000円を団体割引・

　　　　　支部補助で超特価5,000円

前進座５月公演
仲間と観に行こう

昨年11月～今年３月の売上をすぐチェック
　

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受
け
た
事
業
者
む

け
の「
事
業
復
活
支
援
金
」は
５
月
末
が
期
限
。

実
際
に
は
１
週
間
く
ら
い
前
に
事
前
確
認
の
締

め
切
り
が
あ
る
の
で
急
い
で
チ
ェ
ッ
ク
を
。

　

昨
年
11
月
か
ら
今
年
３
月
の
売
上
を

２
０
２
０
年
ま
た
は
２
０
１
９
年
の
同
月
と
比

較
し
５
割
以
上
の
減
収
月
が
あ
る
場
合
、個
人

事
業
は
最
大
50
万
円
、
法
人
は
年
間
売
上
高

１
億
円
以
下
は
最
大
１
０
０
万
円
が
受
け
取
れ

る
制
度
で
す
。３
割
以
上
５
割
未
満
の
減
収
の

場
合
は
、個
人
30
万
円
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申
し
込
み
が
基
本
で

す
。

　

一
時
支
援
金
や
月
次
支
援
金
を
受
け
た
方

に
は
申
請
I
D
が
で
て
い
ま
す
。
新
規
申
請
で

は
①
事
務
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
仮
登
録
し
て
、

電
子
メ
ー
ル
で
申
請
I
D
を
受
け
取
っ
て
か
ら

②
登
録
確
認
機
関
で
事
前
確
認
を
受
け
て
、③

各
種
証
拠
書
類
を
デ
ー
タ

化
（
ス
マ
ホ
の
写
真
で
も

O
K
）し
て
申
請
し
ま
す
。

支援金事務局HP

事
業
復
活
支
援
金

米作り体験ツアー第一弾5.22「田植え」

４月から９月まで
保険料率 労働者分 事業主分

一般 9.5/1000 3/1000 6.5/1000
建設 12.5/1000 4/1000 8.5/1000

10月から３月まで
保険料率 労働者分 事業主分

一般 13.5/1000 5/1000 8.5/1000
建設 16.5/1000 6/1000 10.5/1000

雇雇用保保険の料率が４月から変更

10月からさらに引き上げ

源
泉
徴
収
す
る
人
は
要
注
意

自然とふれあう
家族で楽しめる企画

5/22（日）田植・9/25（日）稲刈両方で

参加費：

　大人（中学生以上）5,000円

　小人（３歳から小学生）2,000円

ひと家族最大5,000円の超特価。

お米のお土産もついてます。

民
法
改
定

ご
注
意
！
18
歳
で
成
人

【
な
ん
で
も
相
談
室
よ
り
】民

法
が
改
定
さ
れ
、
20
歳
だ
っ

た
成
年
年
齢
が
18
歳
に
な
り

ま
し
た
。

　

親
に
よ
る
契
約
破
棄
が
で

き
な
く
な
り
、
救
済
が
難
し

く
な
り
ま
す
。
消
費
者
セ
ン

タ
ー
な
ど
は
注
意
喚
起
を
し

て
お
り
、高
校
な
ど
で
も
少
し

は
話
は
あ
る
よ
う
で
す
が
、ま

ず
①
基
本
的
に
契
約
は
口
頭

で
成
立
す
る
こ
と
②
書
面
で

の
契
約
を
求
め
て
断
る
相
手

は
信
用
す
べ
き
で
な
い
こ
と

を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

改
め
て
過
去
の
相
談
事
例

も
引
き
合
い
に
、
特
に
注
意

す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
を
。既
に
成

人
し
て
い
る
方
も
ぜ
ひ
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
「
代
わ
り
に
契
約
し
て
く

れ
た
ら
お
金
払
う
よ
」は

要
注
意

①
携
帯
契
約
詐
欺
…
「
携
帯

を
契
約
す
る
バ
イ
ト
で

す
」
は
詐
欺
。
自
分
で
使

わ
な
い
携
帯
の
契
約
を
し

て
（
S
I
M
カ
ー
ド
）
を

バ
イ
ト
紹
介
者
に
譲
渡
し
、

お
金
を
受
け
取
る
。こ
の

時
点
で
店
に
対
す
る
詐
欺

に
あ
た
る
。
本
人
は
だ
ま

さ
れ
て
る
と
し
て
も
。
そ

し
て
携
帯
の
使
用
料
は
自

分
に
来
続
け
る
。
残
高
不

足
で
事
件
が
判
明
。

◆「
月
々
固
定
で
安
心
」リ
ー

ス
や
リ
ボ
は
要
注
意

②
カ
ー
リ
ー
ス
契
約
を
し
て

ず
っ
と
乗
り
続
け
た
車
。

買
い
替
え
費
用
も
な
く
10

年
以
上
も
払
い
続
け
て
い

た
が
、
払
え
な
く
な
っ
た

途
端
、一
年
分
近
い
違
約

金
を
請
求
さ
れ
た
。
リ
ー

ス
契
約
は
、現
物
を
手
元

に
買
い
取
れ
る
も
の
で
は

な
く
金
利
も
高
い
。

③
リ
ボ
払
い
の
悪
夢
…
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
カ
ー
ド
の
お
話
。

結
局
破
産
に
な
っ
た
が
、

月
々
定
額
の
返
済
を
す
る

リ
ボ
払
い
の
実
態
は
、
高

金
利
で
す
ぐ
に
借
金
が
膨

れ
あ
が
り
、
消
費
者
に
不

利
な
方
法
な
の
で
選
ば
な

い
こ
と
。
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至
り
ま
す
。

　

組
合
で
長
く
群
長
を
務
め
る
傍
ら
、地

元
に
生
ま
れ
育
っ
た
か
ら
に
は
地
元
振
興

に
も
責
任
が
あ
る
と
考
え
、町
会
や
商
店

街
の
仕
事
も
さ
ま
ざ
ま
や
り
、商
店
会
長

も
電
柱
地
中
化
の
関
係
で
丸
６
年
以
上
務

め
、そ
の
後
は
土
建
の
和
泉
分
会
長
も
務

め
ま
し
た
。

　

私
が
業
界
に
入
っ
た

こ
ろ
は
、
家
が
建
つ
た

び
に
ま
ず
外
廻
り
を
決

め
る
の
で
、
ガ
ラ
ス
戸

や
雨
戸
を
建
具
屋
が

作
っ
て
い
ま
し
た
。サ
ッ

シ
の
普
及
で
仕
事
は
減

り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
幸
い
な
こ
と
に
室
内

が
洋
風
に
な
り
ド
ア
、

収
納
扉
等
で
途
切
れ
ず

に
き
て
い
ま
す
。
父
に

仕
込
ま
れ
た
「
き
ち
ん

と
お
金
を
得
る
に
は
き

ち
ん
と
し
た
仕
事
を
す

る
」
を
心
が
け
て
い
る

お
か
げ
か
な
。
完
全
に
ま
っ
す
ぐ
な
建
築

物
は
な
く
、曲
が
り
方
に
建
具
を
合
わ
せ

て
仕
上
げ
る
、そ
の
ひ
と
手
間
を
惜
し
ま

な
い
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

働
き
始
め
て
50
年
以
上
。
仕
事
、地
域
、

組
合
、さ
ま
ざ
ま
取
り
組
め
た
の
も
妻
の

協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
。あ
り
が
た
く
思
っ

て
い
ま
す
。

　

昨
年
組
合
の
健
診
か
ら
大
腸
が
ん
が

見
つ
か
り
ま
し
た
。み
な
さ
ん
も
年
一
回
の

健
診
は
ぜ
ひ
受
け
ま
し
ょ
う
。
早
期
発
見

で
内
視
鏡
の
一
泊
手
術
で
す
み
ま
し
た
。こ

れ
か
ら
も
好
き
な
仕
事
を
が
ん
ば
り
ま
す
。

 

【
取
材
・
喜
多
正
之
】

　

私
は
建
具
屋
を
営
む
父
・
芳
武
の
次
男

と
し
て
杉
並
で
誕
生
。「

あ
つ
し

厚
」の
名
前
は
温

情
に
あ
つ
い
人
間
に
な
れ
と
の
願
い
で
つ

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

私
が
子
ど
も
の
頃
は
杉
並
も
今
と
は
違

い
、田
ん
ぼ
や
畑
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
の
で
、
外
で
遊
ぶ
か
、
作
業
場
で
遊
ぶ

か
、で
し
た
。

　

作
業
場
で
手
ご
ろ
な
木

を
削
っ
て
刀
を
作
っ
て
遊

ん
だ
ら
実
は
さ
ん
木
の
材

料
だ
っ
た
た
め
、
帰
宅
し

た
父
に
怒
ら
れ
た
り
、
機

械
の
ベ
ル
ト
が
止
ま
る
前

に
指
を
突
っ
込
ん
で
ケ
ガ

を
す
る
な
ど
し
て
怒
ら
れ

た
り
も
し
ま
し
た
。

　

そ
う
い
う
暮
ら
し
の
中

で
、
自
然
と
父
の
仕
事
を

継
ぐ
も
の
だ
と
思
っ
て
い

て
、工
業
高
校
を
卒
業
し
、

家
を
継
ぐ
意
思
を
父
に
伝

え
ま
し
た
。
父
に
は
「
ち

ん
た
ら
や
っ
て
た
ら
修
業

に
出
す
ぞ
」と
だ
け
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

も
と
も
と
好
き
で
始
め
た
仕
事
で
、子

ど
も
の
時
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ
こ
と
も
あ

る
の
か
、数
年
で
一
人
前
と
認
め
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
22
歳
の
時
、
父

の
す
す
め
で
東
京
土
建
に
も
入
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
も
ず
っ
と
建
具
一
筋
で
す
。

父
が
亡
く
な
っ
て
代
替
わ
り
し
て
今
に

好きな仕事と父の教え

情は厚く仕事はキチンと

森
もり た

田 厚
あつし

さん　泉南・建具

３
月
慶
弔
傷
病
見
舞
金
支
給

41
件

　

ど
け
ん
共
済
は
組
合
員

が
病
気
や
ケ
ガ
で
働
け
な
く

な
っ
た
時
の
生
活
を
助
け
合

い
、
結
婚
や
出
産
、
仲
間
や

家
族
が
亡
く
な
っ
た
時
な
ど

に
給
付
さ
れ
る
み
ん
な
の
助

け
合
い
制
度
で
す
。
こ
れ
ま

で
に
多
く
の
仲
間
が
給
付
を

受
け
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

■
お
め
で
と
う

【
結
婚
】

　

中
井　

誠
司（
阿
佐
谷
）

　

高
橋　

美
羽（
浜　

福
）

　

及
川　

卓
弥（
高　

和
）

【
出
産
】

　

津
端　
　

航（
阿
佐
谷
）

　

及
川　

卓
弥（
高　

和
）

【
成　

人
】 

２
件

【
新
入
学
】 

１
件  

【
資
格
取
得
】 

10
件

■
お
大
事
に

【
傷
病
見
舞
金
】

　

魚
取　

逸
男（
井　

荻
）

　

松
﨑　

保
治（
井　

荻
）

　

木
村　
　

健（
井　

荻
）

　

西
村　

沢
英（
西　

荻
）

　

吉
田　
　

博（
阿
佐
谷
）

　

田
中
二
三
子（
中　

央
）

　

辻
本　

正
昭（
高　

和
）

　

佐
々
木
理
奈（
泉　

南
）

　

山
岡　

和
彦（
泉　

南
）

　

髙
橋　
　

聡（
泉　

南
）

　

松
原　

広
治（
泉　

南
）

　

ほ
か
３
件

■
お
悔
や
み

　

申
し
あ
げ
ま
す

【
本
人
死
亡
】

　

藤
田　

昌
士（
井　

荻
）

　

堀
江　

和
之（
西　

荻
）

　

辻
本　

正
昭（
高　

和
）

　

水
尾　
　

實（
富
士
見
）

【
家
族
死
亡
】 

５
件

区内業者
適正な委託費と
公正な競争実現

労働者
適正な賃金や
労働条件確保

区　民
公共サービスの
品質確保の実現

好 循 環

杉並区公契約現場の最賃は
大工23,040円 左官25,290円
未熟練者も時給1,275円

　昨年４月から適用がはじまった杉並区公契
約条例。今年４月からの新たな報酬下限額は
未熟練者で、時給1,275円です。
　一人前の大工は23,040円、左官は25,290
円など、この下限に満たない方は支部までご
連絡ください。

　

３
月
13
日
（
日
）
午
前
10

時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、後

継
者
対
策
部
主
催
の
麻
雀

交
流
会
を
16
人
の
参
加
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
自
粛
で
開

催
を
見
合
わ
せ
、２
年
ぶ
り

に
仲
間
が
卓
を
囲
み
ま
し
た
。

会
場
は
例
年
ど
お
り
の
ミ
ス

チ
ョ
イ
ス
Ｑ
。
久
々
に
顔
を

合
わ
せ
た
仲
間
も
い
て
再
会

を
喜
ぶ
楽
し
気
な
声
が
そ
こ

か
し
こ
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

お
金
は
賭
け
な
い
健
康

マ
ー
ジ
ャ
ン
だ
か
ら
こ
そ
、

勝
負
師
の
誇
り
を
か
け
る
仲

間
た
ち
。
初
心
者
も
歓
迎
の

企
画
で
す
が
、や
は
り
卓
を

囲
め
ば
熱
く
な
り
ま
す
。
時

折
紫
煙
を
く
ゆ
ら
せ
な
が
ら
、

互
い
に
ハ
ラ
の
探
り
合
い
。

　

予
選
は
４
卓
を
つ
か
っ

た
総
当
た
り
の
リ
ー
グ
戦

総
。
結
果
の
上
位
３
人
（
阿

佐
谷
の
阿
部
仁
さ
ん
、浜
福

の
今
野
茂
雄
さ
ん
、片
岡
巌

さ
ん
）と
前
回
大
会
の
優
勝

者
・
福
田
照
男
さ
ん
に
よ
る

決
勝
戦
。
激
闘
の
末
、
栄
冠

に
輝
い
た
今
野
茂
雄
さ
ん
に

短
く
感
想
を
聞
き
ま
し
た
。

「
最
初
の
半
チ
ャ
ン
か
ら
つ

い
て
ま
し
た
。
今
日
は
調

子
い
い
な
あ
と
思
っ
て
い
た

ら
優
勝
で
き
、
驚
い
て
ま

す
。
勝
ち
負
け
よ
り
仲
間
と

卓
を
囲
め
る
の
は
楽
し
い
こ

と
。コ
ロ
ナ
で
い
ろ
い
ろ
で
き

な
い
け
ど
、
組
合
で
や
れ
て

よ
か
っ
た
」
と
。
大
会
後
の

交
流
会
は
自
粛
。
次
回
こ
そ
、

ね
。

３
月
13
日
（
日
）
後
継
者
主
催
麻
雀
大
会

と
も
に
卓
を
囲
ん
で

優勝の今野茂雄さん

久々の仲間と
熱戦繰り広げ

森田 厚さん


